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                           議  題 ４ 

報道機関 各位                記者発表資料 

平成１８年２月９日（木） 

問い合わせ先：都市計画課 

担当：中 野 君 男 

電話：８２９―１４００ 

内線：３３３０ 

 

さいたま市都市計画マスタープラン「さいたま２００５
に せ ん ご

まちプラン」を

策定しました 

 
 
１ 目的 

さいたま市では、目指すべき将来都市像の確立と共有、市民・企業・行政の

協働によるまちづくりの推進を目的として、都市計画における基本的な方針と

なる、さいたま市都市計画マスタープラン「さいたま２００５
に せ ん ご

まちプラン」を策

定しました。 
 

２ さいたま２００５
に せ ん ご

まちプランの構成（３部構成） 

 

(1) 【全体構想】 市全体の将来の都市構造を示すまちづくりの方針 
 
 ア 将来都市構想 
 イ ４つ（土地利用、交通体系、公園・みどり、都市施設の整備）の分野別

方針 
 ウ ５つのテーマ（環境共生、産業活力、防災、ユニバーサルデザイン、景

観）別のまちづくり方針 
 エ 将来の都市構造からみて、広域的な役割を持ち、かつ長期的にとりくむ

べき重点地域（多機能都心エリア、都市・田園交流エリア）の方針 
 
(2) 【区別構想】 区ごとのまちづくりの方針 
 
 ア 現況と課題、総合振興計画の将来像を踏まえた、区の目指すまちの姿 
 イ 分野別（土地利用、交通体系、公園・みどり）のまちづくり方針 
 ウ 区の固有の資源や課題に着目した、重点的まちづくりの方針 
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 (3) 【まちづくりの進め方】 具体的なまちづくりの方法、手段等 
３ 方針の概要 

(1) 目標年次 

   平成３２年度（２０２０年度） 
 

(2) さいたま２００５
に せ ん ご

まちプランにおける、まちづくりの基本的な視点 

 

ア 既存のまちの再構築・再生に重点を置き、環境への負荷の少ないコンパ

クトなまちづくりを進めていくこと 
イ 本市の持つ自然環境や歴史・文化資源を再認識し、これらを守り育て、「さ

いたま市らしさ」を創造していくこと 
ウ 市民と企業、行政が、互いの役割と責任を自覚して、協働によりまちづ

くりを進めていくこと 
 
(3) さいたま市の目指すまちの姿と、実現に向けたまちづくりの方向性 

 

ア 目指すまちの姿 

 ●住み続けたくなるまち 

 ・身近な自然環境と共生し、田園空間と市街地がほどよく調和しているまち 
 ・誰もが安全・安心で利便性の高い健康的な生活を享受できるまち 
 ・ふれあいのある地域社会の中で新しい個性と文化が生まれ、郷土としての

愛着と誇りが持てるまち 
 ●訪れたくなるまち 

 ・新たな産業・観光により、多種多様な交流が生まれる活力あるまち 
 ・訪れる人を惹きつける美しいまち 
 ・固有の自然・歴史・芸術・文化を守り育て、ほかにはない個性が光る魅力

に満ちたまち 
 
イ まちづくりの方向性 

 ●自然や歴史・文化資源を生かした環境インフラのネットワークの形成 
 ●活動・交流や広域連携を支える交通環境の向上 
 ●広域交流・産業活力、地域振興の拠点の育成 
 ●身近な地域の拠点の育成と歩いて暮らせる生活圏の構築 
 
 
４ 都市計画マスタープラン策定調査委員会 委員名簿 

   （別添の通り） 
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５ 策定経過 

 
平成１５年度 ・現況及び課題の整理 

・都市計画マスタープラン策定調査委員会、庁内検討部会

の設置（各３回開催） 
▼全体構想（素案）の作成 

平成１６年度 ・全体構想のパブリック・コメント実施（H16.7～8） 
・策定調査委員会（４回開催）、庁内検討部会（３回開催） 
・区別構想についての区民意見交換会（９区、各３回） 
▼全体構想（案）、区別構想（素案）の作成 

平成１７年度 ・岩槻市との合併に伴う全体構想見直し、区別構想（岩槻

区プラン）の追加 
・策定調査委員会（３回開催）、庁内検討部会（１回開催） 
・区民会議への説明（１０区）、区民説明会（１０区） 
・パブリック・コメント実施（H17.8～9） 
・公聴会を開催 
・都市計画審議会への諮問 
▼都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ「さいたま２００５まちプラン」策定 

 
[配布資料] 

 ・さいたま２００５
に せ ん ご

まちプラン（概要版） 



さいたま市都市計画マスタープラン策定調査委員会委員名簿 

平成１８年３月現在 

【合計 13名】                       （敬称略、順不同） 

 氏   名 性別 現職と主な経歴 選出種別 

１ 

●委員長 

おおむら けんじろう 

大村 謙二郎 

男 
筑波大学大学院 

システム情報工学研究科 教授 
学識経験者 

２ 
さとう しげる 

佐藤 滋 
男 早稲田大学 理工学部 教授 〃 

３ 
いしかわ みきこ 

石川 幹子 
女 慶応義塾大学 環境情報学部 教授 〃 

４ 
くぼた ひさし 

久保田 尚 
男 

埼玉大学大学院 

理工学研究科 教授 
〃 

５ 
まつした じゅん 

松下 潤 
男 

芝浦工業大学 

システム工学部 教授 
〃 

６ 
なかつはら つとむ 

中津原 努  
男 

都市づくりＮＰＯさいたま 

副理事長 
市民有識者 

７ 
 ならい たけし 

奈良井 武 
男 元埼玉県職員 〃 

８ 
やまだ そういち 

山田 宗一 
男 さいたま商工会議所理事 〃 

９ 
 まるやま あきら 

丸山 晃 
男 (株)埼玉新聞社代表取締役社長 〃 

10 
あんどう みちお 

安藤 三千男 
男 さいたま市 政策局長 行   政 

11 
きうち かずよし 

木内 一好 
男 さいたま市 環境経済局長 〃 

12 
たきせ みつひろ 

滝瀬 充宏 
男 さいたま市 建設局長 〃 

13 
いとう ひでお 

伊藤 秀夫 
男 さいたま市 都市局長 〃 

 


